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内容の要旨および審査の結果の要旨
吸入麻酔薬が，非脱分極性筋弛緩薬の作用を増強することはよく知られている。本研究では，新しい吸
入麻酔薬であるイソフルレンおよびセポフルレンが，非脱分極性筋弛緩薬である臭化パンクロニウム
(PB）の筋弛緩作用に及ぼす影響について検討した。実験は，ラットの横隔膜神経筋標本を修正クレブス
液中に固定し，キャリーアーガスに吸入麻酔薬を加えない群（n＝8）と，３種類の濃度のイソフルレン
およびセポフルレンを加えた群（それぞれ、＝８）の７群に分けて行なった。この７群について，修正
クレブス液中にPBの累積投与を行ない，横隔膜神経に対する４連続刺激を加えた時の単収縮反応（ST）
と４連反応比（TOFR）を記録,:観察した。得られた用量反応曲線より，ST-ED50およびST-ED90と
ＴＯＦＲ－ＥＤ５ｏおよびTOFR-ED9oを求めた。また，すべての群でSTとTOFRの回帰直線を求めた。
得られた結果は以下の如く要約される。
１．イソフルレンおよびセポフルレンにより，ＰＢのST-ED50とST-ED90およびTOFR-ED5oとＴＯＦＲ－
ＥＤ,0は濃度依存性に低下した。
２．イソフルレンによるPBのST-ED5oおよびTOFR-EDsoの低下は，セポフルレンのそれに比較して
有意に著明であった。
３．イソフルレンおよびセポフルレンを加えることにより，ＳＴがTOFRに比べてより強く抑制されるた
めに，ＳＴとTOFRの回帰直線は，右方向へ平行移動した。
以上，イソフルレンおよびセポフルレンは，ＰＢの筋弛緩作用を濃度依存性に増強し，その作用はイソ
フルレンの方が強いことが明らかとなった。また，筋弛緩増強をもたらす作用部位は，神経終末および終
板の両者であるが，このうちでは，神経終末よりも終板機能に対する抑制がより強いと推定された。これ
らより，イソフルレンおよびセポフルレンを用いて吸入麻酔を行なう時には，薬剤の種類と濃度に応じて
ＰＢの使用量を調節する必要があるものと結論された。
本研究は，二種類の新しい吸入麻酔薬が非脱分極性筋弛緩薬の作用を増強することを明らかにするとと
もに，両者の作用の強弱を明確にし，さらに作用部位を推定したという点で，臨床麻酔学に貢献する有意
義な労作と評価された。
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